
 

 

 

 

 

 

 
参加者からのメッセージの続きです。 
        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２4．8．30        北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO.20 

「８・６平和のつどい」開催される！その２ 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3 丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

○最近、若い人(幼い子)を見ていると複雑な
気分になる。"戦争”について、"平和”につい
て、日常生活について考えられるか、不安にな
る、（私自身含め）、ある意味、笑って過ごすこ
とができている今、平和である。しかし無知や
無関心ではいけない、向き合うことの大切さを
改めて感じました。答えは出なくても、年に何
回か考える機会を設け、多くの人と交流したい
と思った。（２０代の参加者からのメッセージ） 

NO.21につづく 

○今回初めて参加させていただきました。戦争について自分もたくさんの

映像をみたり、話を聞いたりして、知ってきたつもりでした。しかし、今日参加

をしてみて、まだ知らないことがあり、やはり戦争は絶対あってはならないと

心に強く思いました。読み聞かせ、ドキュメンタリー、様々な事を通して、自分

も子ども達に伝えていかないと改めて感じました。８月９日、１５日にまた、し

っかり考えていこうと思います。（二島小） （２０代の参加者からのメッセージ） 

○子どものころから参加させていただいています。開演前に同期に会い、すごく嬉しくなりました。いつも

以上の参加者で平和を守ろうとする輪が広がっていることに、さらに感動し、「私もがんばろう」と思えま

した。子どもたちの笑顔を守るために、もっと多くの人が参加し、みんなで考え、つなげていかないといけ

ないと思います。私も何かお手伝いができればとも思います。今日学び考えたことをまずは、学校で伝え

ていきたいです。 （光貞小）（２０代の参加者からのメッセージ） 

○この８・６、８・９がせまっているから…というわけではないのです

が、父から祖父の話をつい先週聞きました。祖父も戦争の一兵士

として出兵したようで、父が言うには、「(祖父は)もの静かだったけ

ど、聞いたことには大半答えてくれた。けど戦争の体験、想いにつ

いては、唯一口を開かなかった。」と…とても重たい言葉でした。今

日初めてでしたが、この"つどい”を開くこと、語り継ぐことの大切さ

を感じた１時間半でした！（３０代の参加者からのメッセージ） 


